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鶴富姫の温かな笑顔
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11
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日

間
、
県
内
外
か
ら
１
万
８
千
人
の
観
光

客
が
椎
葉
を
訪
れ
、
今
年
も
「
椎
葉

平
家
ま
つ
り
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

３
日
間
を
通
じ
て
、
椎
葉
を
訪
れ
た

観
光
客
の
皆
さ
ん
は
、
椎
葉
神
楽
や
ひ

え
つ
き
節
、
臼
太
鼓
踊
り
、
不
土
野
山

法
師
踊
り
な
ど
、
椎
葉
に
伝
わ
る
多
く

の
郷
土
芸
能
を
鑑
賞
し
た
り
、
ソ
バ
や

猪
鍋
な
ど
の
特
産
品
を
食
べ
た
り
と
、

五
感
で
椎
葉
を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ま
つ
り
２
日
目
の
夜
か
ら

雨
が
降
り
始
め
、
３
日
目
も
降
り
続
け

て
パ
レ
ー
ド
の
実
施
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
宮
崎
学
園
高
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
山
本
リ
ン
ダ
さ
ん
に
よ

る
平
家
の
里
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
ま
る
で

雨
雲
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
か
の
よ
う

に
、
昼
に
は
雨
も
上
が
っ
て
無
事
に
パ

レ
ー
ド
を
実
施
で
き
ま
し
た
。

　

平
家
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
と
な
る
「
大

和
絵
巻
武
者
行
列
」
で
は
、
勇
ま
し
い

武
者
姿
の
源
氏
方
と
き
ら
び
や
か
な
衣

装
を
ま
と
っ
た
平
家
方
の
姿
は
、
ま
る

で
８
０
０
年
前
に
い
る
か
の
よ
う
な
源

平
浪
漫
を
感
じ
さ
せ
、
た
く
さ
ん
の
人

が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

椎
葉
平
家
ま
つ
り
２
０
１
４

椎葉平家まつり２０１４の主役たち

那須 大八郎
黒木 祥

しょう

二
じ

 さん
（横 野）

観光しいば
島田 麗

れ い

弥
み

 さん
（宮崎市）

鶴富姫
甲斐 春

は る

佳
か

 さん
（若 宮）

椎葉 慧
さとし

 さん（向山日添）

甲斐 明
あ

日
す

華
か

 さん（旧岩屋戸）

池田 拓
た く

矢
や

 さん（針金橋団地）

岡村 日
ひ

柚
ゆ

実
み

 さん（下松尾）

子
ど
も
大
八
郎
・
鶴
富
姫

【
８
日（
土
）】

【
９
日（
日
）】
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椎
葉
平
家
ま
つ
り
の
３
日
間
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

１１月７日（金）
鶴富姫法楽祭

撮
影
：
広
報
担
当
、
椎
葉
茂
雄
さ
ん
、
西
豊
さ
ん上椎葉神楽「かんしい」 琵琶演奏
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１１月８日（土）
２日目

郷土芸能の夕べ

ひえつき節踊り

稚児行列

やまびこ発表会

ひえつき節
「山本幸子さん」

泰平楽

栗ノ尾神楽「弓の正
しょうご

護」 １日名誉村民証交付式

鶴富屋敷

観光しいば

大河内臼太鼓踊り

ひえつき節

古枝尾神楽民謡会

古郷太鼓 扇一座
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１１月９日（日）
３日目

剣道大会
平家の里コンサート「山本リンダさん」

出陣！化粧の水

不土野山法師踊り 平家大いちょう太鼓

宮崎学園ミニコンサート
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１１月９日・椎葉小学校
【参加者】１１６人

■学年別優勝者

【１年】那須 大
たい

始
し

さん（攻玉館）

【２年】那須 翼
つばさ

さん（村所少剣）

【３年】児玉 大
ひろ

夢
む

さん（村所少剣）

【４年】田中 万
か ず は

葉さん
（日之影少年剣道）

【５年】久米田 樹
たつき

さん（青雲館）

【６年】武田 晃
こう

佑
すけ

さん（青雲館）

【大八郎賞】久米田 樹さん
（青雲館）

【鶴富姫賞】甲斐 穂
ほ

乃
の

香
か

さん
（尾向少年剣道）

※大八郎・鶴富姫賞は、声や試
合態度で選考し決定されます。

「山本リンダさん」サイン色紙（５名様）
ハガキに住所・氏名・年齢を書い
てご応募ください。
※応募締切：
　１月１４日（水）
　消印有効
■申込先
　〒883-1601

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字
下福良1762番地１
椎葉村役場 総務課

「広報しいば」プレゼント係

平家まつり剣道大会

椎葉平家まつり2014  関連イベント表彰者

農産物品評会 ■カボチャの重さ当てクイズ
　【参加者】１８０人
　【正解者】２人
　答え：大 ２６.７kg　小 ４.６kg
■椎葉の農業クイズ
　【参加者】３４人
　【正解者】３人
　　※７問中５問正解

【ホタ木の部】優等
　椎葉 節義さん（尾前下）
【間伐の部】壱等賞
　甲斐 満さん（向山日添）
　黒木 忠さん（横野）
【苗木の部】壱等賞
　椎葉 好美さん（大藪）

【根菜の部】優等：ジネンジョ
　椎葉 春喜さん（向山日当下）

【葉菜の部】優等：ホウレンソウ
　椎葉 美千代さん（本郷）

【特用および果実】優等：イチゴ
　椎葉 伊香保さん（向山日添）

【花きの部】優等：トルコギキョウ
　那須 宗則さん（古枝尾）

【飼料カボチャの部】
　椎葉 誠さん（畑鳥ノ巣）

林業コンクール

おわりに!プレゼントコーナー 平家まつりが盛大に開催できるのもス
タッフや村民の皆さんのご協力があっ
てこそ！皆さん、お疲れ様でした！

①おいしい猪鍋を振る舞うために手間
を惜しみません。②椎葉の特産品の良
さを観光客へアピール！ ③衣装スタッ
フの皆さん。手際よく次々と着替えさ
せていました。④ご当地グルメは工夫
を凝らした逸品ばかりでした。⑤たく
さんの出演者やスタッフの弁当を手配
する接待担当。⑥ステージ裏ではたく
さんのスタッフが見守っていました。

①②

③④

⑤⑥

12
月
14
日（
日
）・
21
日（
日
）
は
選
挙
で
す
！
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12
月
14
日（
日
）・
21
日（
日
）
は
選
挙
で
す
！

　

12
月
14
日（
日
）は
衆
議
院
議
員

総
選
挙
お
よ
び
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
の
投
票
日
、
12
月
21

日（
日
）は
宮
崎
県
知
事
選
挙
の
投

票
日
で
す
。

■
投
票
時
間

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

（
大
河
内
地
区
・
栂
尾
地
区
は

午
後
４
時
ま
で
）

■
投
票
所

【
上
椎
葉
地
区
】

　

椎
葉
村
開
発
セ
ン
タ
ー

【
鹿
野
遊
地
区
】

　

鹿
野
遊
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
仲
塔
地
区
】

　

仲
塔
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

【
尾
八
重
地
区
】

　

尾
八
重
集
落
セ
ン
タ
ー

【
尾
前
地
区
】

　

尾
向
小
学
校

【
不
土
野
地
区
】

　

不
土
野
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

【
栂
尾
地
区
】

　

栂
尾
の
館

【
大
河
内
地
区
】

　

本
郷
集
会
所

【
小
崎
地
区
】

　

小
崎
集
会
セ
ン
タ
ー

【
松
尾
地
区
】

　

松
尾
児
童
館

【
向
山
地
区
】

　

向
山
農
村
広
場
集
会
所

■
投
票
所
入
場
券

　

世
帯
ご
と
に
、
衆
議
院
議
員

総
選
挙（
緑
色
の
ハ
ガ
キ
）と

宮
崎
県
知
事
選
挙（
青
色
の
ハ

ガ
キ
）の
２
種
類
の
投
票
所
入

場
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
投

票
に
行
く

時
は
お
間

違
え
の
な

い
よ
う
、

忘
れ
ず
に

持
っ
て
い

き
ま
し
ょ

う
。

■
投
票
用
紙
の
記
入
方
法

衆
議
院
議
員
総
選
挙

【
小
選
挙
区
選
挙
】

　

候
補
者
１
人
の
氏
名
を
記
入

【
比
例
代
表
選
挙
】

　

政
党
名
を
記
入

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

や
め
さ
せ
た
い
裁
判
官
の
名

前
の
上
に
×
を
記
入
。
い
な

け
れ
ば
何
も
記
入
し
な
い
。

宮
崎
県
知
事
選
挙

　

候
補
者
１
人
の
氏
名
を
記
入

■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行

な
ど
で
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
】

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　

12
月
３
日（
水
）～
13
日（
土
）

　
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

12
月
７
日（
日
）～
13
日（
土
）

　
宮
崎
県
知
事
選
挙

　

12
月
５
日（
金
）～
20
日（
土
）

【
投
票
時
間
】

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
８
時
ま
で

【
期
日
前
投
票
所
】

役
場
庁
舎
内
の
地
域
振
興
課

横
の
臨
時
投
票
所

総務課

打合せ
スペース

地域振興課

期日前投票所
投票所入口

投票所
待合スペース

農林振興課

通  路正
面
玄
関
↓

役場横駐車場側入口→

←
エレベーター

電算室
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村のできごと
　

10
月
27
日
に
行
わ
れ
た
11
月
期
子
牛
郡

共
進
会
で
、
本
村
の
子
牛
が
優
秀
な
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

　10月25日に開催された「水と緑
の森林づくり」県民ボランティア
の集いで、日頃の環境緑化活動の
取り組みが評価され、椎葉小学校
が県学校関係緑化優秀校として表
彰されました。おめでとうござい
ます。

郡
共
進
会
で

　
　
優
秀
な
成
績

【優等５席】椎葉 文吉さん（合戦原）
「ゆきふく号」（福之国×忠富士×安平）

【優等２席】廣末 信夫さん（不土野上）
「こいあいまさ号」（勝平正×安平×糸晴）

椎葉
晃充
村長の

11月の
動き

５
日　

町
村
会
理
事
会

　
　
　

県
市
町
村
連
携
推
進
会
議

７
日　

椎
葉
平
家
ま
つ
り（
～
９
日
）

11
日　

広
域
連
合
議
会

14
日　

全
国
過
疎
理
事
・
総
会

　
　
　
　

お
よ
び
要
請
活
動

18
日　

全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会

　
　
　

都
道
府
県
町
村
会
長
会

19
日　

全
国
町
村
長
大
会

21
日　

臨
時
議
会

　
　
　

新
年
度
予
算
説
明
会

25
日　

木
材
支
援
・
集
落
道
補
助
金
交
付

　
　
　

す
こ
や
か
祝
い
金
交
付

26
日　

治
水
事
業
促
進
全
国
大
会

27
日　

安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を

　
　
　
　

求
め
る
全
国
大
会

28
日　

入
札

　
　
　

子
ど
も
子
育
て
会
議

　
　
　

郡
町
村
長
会

29
日　

県
公
民
館
大
会

椎葉小が
緑化優秀校受賞

　

11
月
に
す
こ
や
か
祝
い
金
の
贈
呈
を
受
け
た
赤
ち
ゃ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
皆
さ
ん
で
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
は
椎
葉
村
の
宝
で
す
！

出口 心
しん

絆
ば

くん（不土野下）
将史・翔子さん（第２子）

椎葉 心
み さ き

祥くん（合戦原）
勇気・里実さん（第３子）

椎葉 航
わたる

くん（尾手納）
勇介・夏妃さん（第３子）

相生 陸
りく

斗
と

くん（鹿野遊）
泰孝・敦子さん（第３子）

荒竹 晴
はる

樹
き

くん（下椎葉）
潤一・愛さん（第１子）

椎葉 大
たい

輝
き

くん（向山日添）
祐作・由香さん（第２子）
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カメラ さんぽ

と
び
が
ち
大
会

阿
蘇
山
噴
火

入
館
者
20
万
人
突
破
！

大
相
撲

　
九
州
場
所
を
観
戦

　

10
月
23
日
、
上
椎
葉
周
辺
で
村
青
年
団
主

催
の
と
び
が
ち
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

村
内
外
か
ら
約
50
人
が
参
加
し
、
小
学
生
低

学
年
は
１
㎞
、
高
学
年
は
２
㎞
、
一
般
は
５

㎞
を
走
り
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
し
た
後
は
、
青

年
団
女
性
部
が
作
っ
た
お
い
し
い
豚
汁
で
冷

え
た
体
を
温
め
、
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

各
部
門
優
勝
者

【
小
学
１
年
】

　

男
子　

山
本 

奏か
な
で凪

さ
ん（
日
知
屋
東
小
）

　

女
子　

椎
葉 

香か

純す
み

さ
ん（
尾
向
小
）

【
小
学
２
年
】

　

男
子　

椎
葉 

来ら
い

輝き

さ
ん（
不
土
野
小
）

　

女
子　

椎
葉 

愛あ
い

花か

さ
ん（
尾
向
小
）

【
小
学
３
年
】

　

男
子　

山
本 

湘し
ょ
う
な凪
さ
ん（
日
知
屋
東
小
）

　

女
子　

那
須 

颯さ
つ

輝き

さ
ん（
椎
葉
小
）

【
小
学
４
年
】

　

男
子　

那
須 

峻
し
ゅ
んさ
ん（
椎
葉
小
）

　

女
子　

那
須 

来こ

幸ゆ
き
さ
ん（
松
尾
小
）

【
小
学
５
年
】

　

男
子　

松
岡 

功か
つ
ひ
と倫
さ
ん（
松
尾
小
）

　

女
子　

那
須 

楓ふ
う

花か

さ
ん（
松
尾
小
）

【
小
学
６
年
】

　

男
子　

椎
葉 

要と
し

喜き

さ
ん（
小
崎
小
）

　

女
子　

那
須 

雪ゆ
き

音ね

さ
ん（
椎
葉
小
）

【
一
般
】

　

山
中 

惇じ
ゅ
ん
じ司
さ
ん（
桑
ノ
木
原
）

　

11
月
11
日
か
ら
12
日
、
19
日
か
ら
20
日
の
２

回
に
わ
け
て
、
大
相
撲
九
州
場
所
観
戦
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
延
べ
50
人
が
参
加
し
、
い

つ
も
は
テ
レ
ビ
で
見
て
い
る
力
士
た
ち
の
取
組

を
、会
場
で
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
に
熊
本
県
の
阿
蘇
山
で
大
規
模

な
噴
火
が
起
こ
り
、
村
内
で
も
降
灰
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
扇
山
の
山
頂
か
ら
阿
蘇
方
面

を
見
る
と
、
噴
火
の
様
子
が
肉
眼
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
農
作
物
や
交
通
へ
の
影
響

も
あ
り
、
早
く
終
息
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

11
月
19
日
、
平
成
９
年
４
月
に
開
館
し
た
椎
葉
民
俗

芸
能
博
物
館
の
入
館
者
数
が
20
万
人
に
到
達
し
、
20
万

人
目
の
入
館
者
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

20
万
人
目
と
な
っ
た
後
藤
繁
さ
ん（
熊
本
県
高
森
町
・

84
才
）は
、
観
光
で
家
族
、
友
人
と
本
村
を
訪
れ
た
そ
う

で
、
突
然
で
驚
い
た
様
子
で
し
た
が
、
記
念
に
な
っ
た

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
当
博
物
館
で
は
椎
葉
の
四
季
な
ど
の
常
設
展

示
の
ほ
か
、
平
家
伝
説
展
と
し
て
特
別
展
示
も
行
っ
て

い
ま
す
。
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健
康
だ
よ
り
№206

　

２
人
に
１
人
が
『
が
ん
』
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
る
現
代
。
が
ん
を
早
期
発
見
す

る
唯
一
の
手
立
て
は
『
が
ん
検
診
』
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、『
が
ん
体
験
談
』
と
し
て
、

椎
葉
晃
充
村
長
に
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
７
月
に
胃
が
ん
検
診
を
受
け
た

ら
、「
胃
に
小
さ
な
ポ
リ
ー
プ
が
出
来
て

い
る
の
で
、詳
し
い
検
査
を
し
ま
し
ょ
う
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
７
月
に
受
け

た
胃
が
ん
検
診
で
は
『
異
常
な
し
』
で
し

た
が
、
今
回
は
組
織
を
取
っ
て
詳
し
く
調

べ
た
結
果
、『
早
期
の
胃
が
ん
』
と
診
断

さ
れ
ま
し
た
。

  

自
覚
症
状
は
全
く
な
か
っ
た
け
ど
、
15

年
前
に
直
腸
が
ん
を
告
知
さ
れ
た
経
験

が
あ
っ
た
か
ら
「
詳
し
い
検
査
を
し
ま

し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
た
時
に
、「
胃
が
ん
」

と
告
知
さ
れ

る
こ
と
を
覚

悟
し
て
い
た

の
も
あ
っ
て
、

驚
く
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

が
ん
を
切
除
す
る
手
術
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
、
主
治
医
か
ら
手
術
方
法
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
手
術
の
痕
が
残
り
に

く
い
内
視
鏡
を
使
っ
た
手
術
の
説
明
も
受

け
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
と
「
10
～
20
％
は

が
ん
細
胞
が
残
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い

う
話
で
し
た
。
そ
れ
な
ら
、
開
腹
し
て
が

ん
細
胞
を
全
て
取
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
い

い
と
思
っ
て
、
開
腹
手
術
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
手
術
を
受
け
る
こ
と
に

つ
い
て
、
何
も
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
家
族
に
も
「
手
術
で
取
っ
て
し
ま
え

ば
治
る
」
と
話
し
て
い
た
か
ら
、
そ
こ
ま

で
心
配
し
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

手
術
後
、
退
院
後
の
体
調
は
大
変
良
い

で
す
。
手
術
で
胃
の
４
分
の
３
を
切
除
し

た
か
ら
、
ま
だ
食
事
は
お
か
ゆ
が
主
で
、

柔
ら
か
い
も
の
し
か
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
禁
酒
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
、
や
っ

ぱ
り
暴
飲
暴
食
が
い
け
な
か
っ
た
と
自
分

な
り
に
反
省
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
周

り
の
人
か
ら
も
、
今
ま
で
の
暴
飲
暴
食
の

こ
と
は
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
立
場
上
、
飲

酒
の
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
も
確
か
だ
け

ど
、
お
酒
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
量
も
気

に
せ
ず
に
飲
ん
で
い
ま
し
た
。『
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
』
や
『
節
度
あ
る
飲
酒
』

が
大
事
だ
と
言
う
こ
と
を
、
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

が
ん
を
切
除
す
る
た
め

　
　
　
　
　
開
腹
手
術
へ

胃
が
ん
検
診
で

　
　
見
つ
か
っ
た
が
ん

生
活
習
慣
の
改
善
を
痛
感

あ
な
た
の
命
を
守
る
が
ん
検
診
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健康だより〈No.206〉
　

椎
葉
村
は
が
ん
検
診
受
診
率
が
高
い
が
、

受
け
て
い
な
い
人
が
い
る
こ
と
も
確
か
で

す
。
特
に
若
い
人
た
ち
に
が
ん
検
診
を
受

け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
若
い
人

た
ち
の
が
ん
は
進
行
が
早
い
と
聞
く
か
ら
。

若
く
て
元
気
な
時
に
こ
そ
、
が
ん
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
胃
が
ん
の
手
術
を
受
け
て
最
初

に
感
じ
た
こ
と
は
、「
が
ん
検
診
は
、
年

に
１
回
は
必
ず
受
け
る
べ
き
！
」
と
い
う

こ
と
を
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
行
政
と
し
て
も
、
が

ん
検
診
受
診
率
を
さ
ら
に
高
め
る
努
力
を

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
強
く
感
じ

た
と
こ
ろ
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
、
が
ん
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
、
が
ん
の
早
期
発
見

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
に
今
は
、
早
期

発
見
だ
と
が
ん
は
恐
れ
る
も
の
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
私
も
、「
早
期
の
胃
が
ん
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
か
ら
、「
手
術
で
取
っ

て
し
ま
え
ば
治
る
」
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で

し
た
。
15
年
前
に
直
腸
が
ん
に
な
り
、
今

回
は
胃
が
ん
に
も
な
っ
た
け
ど
、
早
期
発

見
で
手
術
も
無
事
に
終
わ
っ
た
か
ら
、
が

ん
に
な
っ
て
も
こ
ん
な
に
元
気
な
ん
だ
と

い
う
こ
と
も
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
伝

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
ん
検
診
の

　
　
重
要
性
を
伝
え
た
い

がん検診は、
年に１回は必ず
受けるべき！

パンコントマテ

★作り方
① バケットを１cmの厚さに切る。
② にんにくをみじん切りにする。トマトは細かく包丁で刻む。
③ ボウルに②と、レモン汁、塩こしょう、オリーブオイルを入れて混ぜる。
④ バケットに③を塗る。トースターで３分間焼いてできあがり♪

熱　　　量：１４３Kcal
たんぱく質：３.７ｇ
脂　　　質：４.５ｇ
塩分相当量：０.６ｇ

★材料（８個分）
・バケット……………… １／２本（１２０ｇ）
・トマト………………… 大１個（３８０ｇ）
・にんにく……………… 一片
・レモン汁……………… 小さじ１
・塩こしょう…………… 少々
・オリーブオイル……… 大さじ１

クリスマスに★

パンコントマテはスペインの定番料理です。簡単でおしゃれなので、クリスマスパー
ティーにどうぞ★
トッピングにチーズをのせてもおいしいです。ワインにもあいますよ（*^_^*）

　

今
回
は
、
村
長
に
『
が
ん
体
験
談
』
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
が
ん
に
な
っ

た
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
、「
大
変
さ
や

辛
さ
」が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
ま
た
、

が
ん
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
わ
か
る
「
が
ん

検
診
の
重
要
性
」
は
、
心
に
響
く
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
椎
葉
村
の
が
ん
検
診
は
、
既

に
終
了
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
が

ん
検
診
は
、
今
月
末
に
は
「
平
成
27
年
度

椎
葉
村
各
種
健
診（
検
診
）希
望
調
査
書
」

を
組
合
長
を
通
じ
て
各
世
帯
に
配
布
し
、

申
込
み
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
が

ん
検
診
を
申
込
み
し
、
必
ず
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
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お 知 ら せ

▽
お
知
ら
せ

税
の
納
期
（
12
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
固
定
資
産
税
〕（
３
期
）

〔
国
民
健
康
保
険
税
〕（
７
期
）

■
納
期
限　

12
月
26
日（
金
）

■
口
座
振
替　

12
月
22
日（
月
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発
行

や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以
上

の
経
費（
税
金
）が
か
か
り
ま
す
。
税
金
は

必
ず
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の　

お
知
ら
せ

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）に
加

入
し
、
ま
だ
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な

い
人
を
探
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
林
業
の

仕
事
を
し
て
い
て
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ

加
入
し
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
人
も
お
調

べ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
お
よ

び
被
共
済
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
各
種
手

続
き（
共
済
手
帳
の
紛
失
・
対
象
金
の
請
求

等
）の
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
速
や
か

に
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
最
寄
の
支
部

ま
た
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
９
０

　

宮
崎
支
部
（
県
森
林
組
合
連
合
会
）

　

☎
０
９
８
５（
25
）５
１
３
３

▽
相
　
談

お
気
軽
に
「
行
政
相
談
」
へ

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日　

12
月
９
日
・
１
月
13
日

　
　
　
　

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間　

午
前
９
時
か
ら
12
時

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

く
ら
し
の
困
り
ご
と
を
相
談

　

宮
崎
県
で
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
に
基
づ
く
相
談
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
各
福
祉
事
務
所
・
福
祉
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
の
相
談
支
援
員
が
、
皆
さ
ん
の
生
活

上
の
困
り
ご
と
の
問
題
解
決
に
向
け
て
、

関
係
機
関
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
解
決
策

を
探
し
ま
す
。
相
談
の
結
果
、
問
題
解
決

に
向
け
た
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
そ
れ

に
応
じ
た
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
お
近
く
の
福

祉
事
務
所
等
へ
電
話
さ
れ
る
か
、
窓
口
を

お
訪
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
役
場
や
社
会

福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
を
通
じ
て
相
談

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
や
個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
部
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
８
２（
32
）６
１
２
２

　

福
祉
保
健
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎（
68
）７
５
１
２

　

無
料
☎
７（
68
）７
５
１
２

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力（
Ｄ

Ｖ
）、
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と

い
っ
た
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
は
社
会

全
体
で
早
急
に
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題

で
す
。

　

宮
崎
地
方
法
務
局
お
よ
び
宮
崎
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女
性
が
人
権
問

題
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
専
用
の
相
談

電
話
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
、

１
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

■
受
付
時
間
　

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
相
談
先

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
専
用
電
話

　

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

村内のうごき  ●11月１日現在
　男　 1,432人（－　5）
　女　 1,420人（－　7）
　計 　2,852人（－12）
世帯数 1,177戸（－　3）

お知らせ

村 花『シャクナゲ』
村 木『サンショウ』
村 鳥『ヤマドリ』
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広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）

▽
募
　
集

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、
幅
広
い
世
代
の
人

が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
平
成
27
年
４
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
資
料
を
無
料

で
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
学
生
の
種
類

　【
教
養
学
部
】

①
科
目
履
修
生

　

６
ヶ
月
在
学
、
希
望
科
目
を
履
修

②
選
科
履
修
生

　

１
年
間
在
学
、
希
望
科
目
を
履
修

③
全
科
履
修
生

　

４
年
以
上
在
学
、
卒
業
を
目
指
す

　【
大
学
院
】

①
修
士
科
目
生

　

６
ヶ
月
在
学
、
希
望
科
目
を
履
修

②
修
士
選
科
生

　

１
年
間
在
学
、
希
望
科
目
を
履
修

■
出
願
期
間

　

12
月
１
日
～
３
月
20
日

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
出
願
も
で
き

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
８
２（
53
）１
８
９
３

東
京
学
生
寮
の　
　
　
　
　

　
　
　

入
寮
者
募
集
！

　

県
で
は
、
東
京
都
ま
た
は
そ
の
周
辺
の

大
学
等
で
学
ぶ
学
生
の
た
め
、
宮
崎
県
東

京
学
生
寮
を
設
置
し
て
お
り
、
平
成
27
年

度
入
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。
入
寮
期
間
は

原
則
２
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
同
郷

の
仲
間
た
ち
と
寝
食
を
共
に
し
、
都
心
で

の
生
活
に
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
下
宿
等
を
見

つ
け
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
大
変
便

利
な
施
設
で
す
。

■
募
集
定
員　

50
人
程
度（
１
部
屋
２
名
）

■
入
寮
資
格

平
成
27
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
基
づ

く
大
学
、
短
期
大
学
お
よ
び
修
業
年
限

２
年
以
上
の
専
修
学
校
専
門
課
程
等
に

入
学
予
定
の
男
子
学
生

■
入
寮
期
間

　

平
成
27
年
４
月
～
平
成
29
年
３
月
31
日

■
寮
費　

月
額
１
９
，１
０
０
円

　
（
電
気
代
実
費
・
食
事
提
供
な
し
）

■
受
付
期
間　

12
月
26
日
ま
で（
必
着
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
県
東
京
学
生
寮

　

☎
０
３（
３
２
６
３
）５
０
６
８

　

宮
崎
県 

総
務
課

　

☎
０
９
８
５（
26
）７
２
９
０

自
衛
官
募
集
！

【
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）】

　

将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、
高
機

能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を

駆
使
・
運
用
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社

会
に
お
い
て
も
自
信
を
も
っ
て
対
応
で

き
る
自
衛
官
と
な
る
者
を
養
成
す
る
た

め
に
、
中
学
校
卒
業
予
定
者
等
を
対
象

に
採
用
す
る
制
度
で
す
。

■
資
格

　

中
卒（
見
込
含
）　

17
歳
未
満
の
男
子

■
受
付
期
間　

１
月
９
日
ま
で

■
試
験
期
日

　

一
次　

１
月
24
日

　

二
次　

２
月
５
日
～
８
日

■
最
終
合
格
発
表
日　

２
月
20
日

【
貸
費
学
生（
技
術
）】

　

現
在
、
大
学
お
よ
び
大
学
院（
専
門

職
大
学
院
を
除
く
）で
、
専
攻
学
科
に

在
籍
す
る
学
生
で
、
卒
業（
修
了
）
後
、

そ
の
専
攻
し
た
学
術
を
活
か
し
て
引
き

続
き
自
衛
隊
に
勤
務
す
る
意
志
を
持
つ

者
に
対
し
防
衛
省
よ
り
学
資
金
が
貸
費

さ
れ
る
制
度
で
す
。

■
資
格
　

　

大
学
の
理
学
部
、
工
学
部
の
３
・４

年
次
ま
た
は
は
大
学
院
修
士
課
程
在

学（
正
規
の
修
業
年
限
を
終
わ
る
年
の

４
月
１
日
現
在
で
26
歳
未
満
、
大
学

院
修
士
課
程
在
学
者
は
28
歳
未
満
）

■
受
付
期
間　

１
月
９
日
ま
で

■
試
験
期
日　

１
月
31
日

■
最
終
合
格
発
表
日　

４
月
下
旬

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
日
向
地
域
事
務
所

　

☎
０
９
８
２（
52
）６
９
１
４
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出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

相
生 

陸り
く

斗と 

く
ん

（
鹿
野
遊
）
泰
孝
・
敦
子 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

那
須 

ミ
ツ
ヱ 

様
（
88
歳
）

鹿
野
遊
（
内
ノ
八
重
）

　

椎
葉 

勝
見 

様
（
79
歳
）

上
椎
葉
（
尾
田
山
中
）

　

尾
前 

ユ
キ
エ 

様
（
80
歳
）

尾　

向
（
寺　
　
　

床
）

　

那
須 

チ
サ
オ 

様
（
１
０
１
歳
）

上
椎
葉
（
針　

金　

橋
）

　

椎
葉 

重
代 

様
（
84
歳
）

大
河
内
（
矢　
　
　

立
）

　

甲
斐 
タ
マ
子 

様
（
96
歳
）

尾　

向
（
向
山
日
当
上
）

　

那
須 
マ
ツ
エ 
様
（
１
０
０
歳
）

不
土
野
（
古
枝
尾
上
）

　

山
口 

マ
シ
子 
様
（
71
歳
）

松　

尾
（
小　

河　

内
）

　

松
岡 

福
美 

様
（
78
歳
）

松　

尾
（
下　

松　

尾
）

　
　

椎
葉 

博
保 

様
（
上
椎
葉
中
２
）

（
故 

椎
葉 

イ
ソ
ノ 

様
）

　

椎
葉 

誠
一 

様
（
下
福
良
）

（
故 

椎
葉 

勝
見 

様
）

　

那
須 

重
昭 

様
（
内
ノ
八
重
）

（
故 

那
須 

ミ
ツ
ヱ 

様
）

　

尾
前 

敏
美 

様
（
寺
床
）

（
故 

尾
前 

ユ
キ
エ 

様
）

　

黒
木 

孝
二 

様
（
都
農
町
）

（
故 

那
須 

チ
サ
オ 

様
）

　

椎
葉 

博
人 

様
（
矢
立
）

（
故 

椎
葉 

重
代 

様
）

感想、要望などお書きください。
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戸
籍
だ
よ
り
（
10
月
届
出
分
）

香
典
返
し

（
10
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

１
日　

元
旦

４
日　

成
人
式

５
日　

仕
事
始
め

６
日　

消
防
出
初
式

　
　
　

予
防
接
種

　
　
　
　
（
ヒ
ブ
・
ポ
リ
オ
・
日
脳
）

　
　
　

小
中
学
校
３
学
期
始
業
式

11
日　

市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

　
　
　
　

開
会
式（
～
12
日
）

12
日　

成
人
の
日

　
　
　

成
牛
市

15
日　

和
牛
登
録

13
日　

行
政
相
談

　
　
　

予
防
接
種（
肺
炎
球
菌
・
Ｍ
Ｒ
）

18
日　

家
庭
の
日

20
日　

予
防
接
種（
四
混
・
三
混
・
日
脳
）

23
日　

子
牛
セ
リ
市（
～
24
日
）

27
日　

予
防
接
種（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）

　
　
　

妊
婦
相
談
・
乳
児
健
診

１
月
の
主
な
行
事

　椎葉村青年団では今年も“青年サンタ”を実施
します。 
　小さいお子様がいるお家に“青年サンタ”がプ
レゼントを届けに行きます。ご希望の演出など
も承りますのでお気軽にご依頼ください。 

○日　　時　申込時に希望日をご相談ください 
○申込締切　１２月１７日（水） 
○準 備 物　子どもへのプレゼント 
○問い合わせ先

地元の青年団または椎葉村青年団連絡協議会
事務局（役場教育委員会内） 

　☎６７－２８５０　無料☎７６７－００８１ 

“青年サンタ”が夢を届けます♪
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平
家
ま
つ
り
で
は
、
３
日
間
走
り
回
っ
て
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。
▼
急
き
ょ
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ

を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
西
豊
さ
ん
、
椎
葉

茂
雄
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
今
月
は
２
つ
の
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
広
報
誌

作
成
、
選
挙
準
備
と
大
忙
し
。
ま
さ
に
「
師
走
」

と
い
う
感
じ
で
す
。（
ア
キ
）

編
集
後
記

Editor's C
om

m
ent

今月の表紙  Cover Message

　
本
村
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
椎
葉
平
家

ま
つ
り
」
が
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

に
よ
り
、
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
家
ま
つ
り
の
期
間
中
、
村
外
に
住

ん
で
い
る
村
出
身
の
人
が
た
く
さ
ん
椎

葉
に
帰
っ
て
き
ま
す
。
私
も
多
く
の
懐

か
し
い
顔
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
意

味
で
も
、
平
家
ま
つ
り
は
椎
葉
村
に

と
っ
て
大
切
な
行
事
だ
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

『椎葉平家まつり』

　

木
城
町
比
木
神
社
に
祀
ら
れ
る
百
済
の

王
子
が
、
父
王
を
祀
る
美
郷
町
神
門
神
社

を
訪
れ
再
会
す
る
と
い
う
「
師
走
祭
り
」。

百
済
の
風
習
を
残
し
、
千
年
も
の
間
受
け

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
比
木
神
社
か
ら
父
王
を
訪
ね
て

き
た
王
子
を
、
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
も
あ
る

約
30
基
の
櫓
が
燃
え
盛
り
迎
え
ま
す
。
中

日
の
選
択
行
事
や
夜
神
楽
、
最
後
の
お
別

れ
行
事
ま
で
多
く
の
み
ど
こ
ろ
が
あ
り
、

３
日
間
通
し
て
百
済
王
伝
説
の
浪
漫
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
祭
り
で
す
。

■
期
日

　

１
月
23
日（
金
）～
25
日（
日
）

■
場
所　

美
郷
町
南
郷
神
門　

神
門
神
社

美
　
郷
　
町

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
町
に
行
こ
う
よ
！

『
師
走
祭
り
』

選
評
・
福
島 

満
子 

先
生
　

《
特
選
》

斧
音
の
靄
の
中
よ
り
鳥
渡
る　

	

中
瀬　

汀

［
評
］
こ
の
こ
ろ
は
山
間
で
あ
れ
ば
靄
が
よ
く
発
生
す
る
。
山
奥
に
杣
人
の
集
落
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
。「
靄
の
中
よ
り
」
で
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

句
は
斧
の
音（
聴
覚
）、
鳥
渡
る（
視
覚
）の
融
合
に
よ
る
。
瞬
時
の
一
コ
マ
を

捉
え
た
句
。
瞬
時
に
読
ま
な
い
と
斧
の
音
も
渡
り
鳥
も
消
え
て
し
ま
う
。
常

に
心
を
開
い
て
自
然
を
観
る
目
を
持
た
な
い
と
こ
ん
な
瞬
時
の
発
想
の
句
は

で
き
な
い
。
中
瀬
さ
ん
の
磨
か
れ
た
感
性
か
ら
生
ま
れ
る
最
高
の
句
と
し
て

評
価
し
た
い
。

鹿
鳴
く
夕
恋
し
鶴
富
呼
ぶ
声
か	

黒
木　

八
重
子

［
評
］
今
か
ら
八
〇
〇
年
前
の
那
須
大
八
郎
と
鶴
富
姫
の
恋
物
語
。
い
つ
ま
で
も
消

え
る
こ
と
な
く
心
に
深
く
残
っ
て
い
る
。
八
重
子
さ
ん
も
そ
の
中
の
一
人
で

し
ょ
う
。
晩
秋
の
頃
に
な
る
と
雄
鹿
が
よ
く
鳴
く
。
夕
方
の
空
気
を
震
わ
せ

て
鳴
く
鹿
の
声
。
哀
れ
を
誘
う
寂
し
い
声
。「
鶴
富
姫
」
を
呼
ぶ
声
か
と
も

思
う
と
悲
し
み
も
ひ
と
し
お
で
あ
る
。「
恋
し
鶴
富
呼
ぶ
声
か
」
に
対
し
て

「
鹿
鳴
く
夕
」
の
季
語
が
ぴ
っ
た
り
で
絶
妙
。

落
人
に
思
い
を
馳
せ
し
初
冬
か
な	

山
本　

和
枝

［
評
］
壇
ノ
浦
と
い
う
敗
戦
か
ら
逃
れ
山
河
厳
し
い
落
人
の
時
代
が
あ
っ
た
。
で
も

今
は
す
ば
ら
し
い
発
展
を
遂
げ
た
椎
葉
村
が
在
る
。
先
月
の
広
報
誌
で
、
村

制
一
二
五
周
年
の
式
典
の
様
子
が
伺
え
た
。「
先
人
の
偉
業
に
想
い
を
馳
せ

未
来
に
へ
進
む
」
の
言
葉
に
感
動
し
た
。
和
枝
さ
ん
も
語
り
継
が
れ
て
き
た

落
人
の
思
い
、
伝
統
の
祭
り
、
十
二
月
の
神
楽
等
に
懐
か
し
く
思
い
を
馳
せ

ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
和
枝
さ
ん
の
思
い
も
め
ぐ
る
、
季
節
も
め
ぐ
っ

て
ゆ
く
今
は
初
冬
。

《
佳
作
》

橋
ま
た
ぐ
大
綱
引
き
や
冬
は
じ
め

那
須　

正

漆

の

葉

一

際

映

え

る

田

舎

道

中
瀬　

ヤ
ス
エ

秋
深
し
大
根
太
り
目
に
見
え
て

山
中　

勝

山
裾
の
も
み
じ
谷
間
の
織
に
し
き

佐
方　

鶴
子

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

■問い合わせ先
　美郷町役場南郷支所 企画情報課
　☎０９８２（５９）１６０１
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　椎葉村で一番の大きなお祭り、『椎葉平家まつり２０１４』が開催
され、おつるちゃんも参加しました。オープニングセレモニーでは、
昨年度の大八郎、鶴富姫、観光しいばの３人と久しぶりに会えて、
とっても嬉しそうなおつるちゃんでした。また、上椎葉街道を歩い
ているとたくさんの人から声をかけられ、握手したり、ハグしたり、
写真を撮ったりと大人気でした。椎葉村にたくさんの人が来てくれ
て、とってもうれしいおつるちゃんでした。
　１２月は村内２６地区で椎葉神楽が奉納されます。椎葉村の素晴らしい伝統芸能をぜひ見てもらいたいと
思うおつるちゃんでした。

椎葉平家まつり2014、とっても楽しかった
なぁ～。
たくさんの人とふれあうことができました。
いつも一緒にPR活動を頑張ってくれている
ミス鶴富姫とミス観光しいばの２人、とっ
てもきれいでした。平家まつりを見に来て
くれた皆さん、本当にありがとうございま
した。またのお越しをお待ちしています。

私のフェイスブックページ
『fb.com/otsuruchan.shiiba』もみてね♪

椎葉をアピール〜観光宣伝活動記〜

おつるちゃんが行く！33
椎葉平家まつり２０１４！の巻

　北海道から沖縄にかけて分布するヤママユガ科の大
型の蛾です。幼虫は長い白色の毛でおおわれ「白髪太
郎」と呼ばれ、ときに大発生し樹木の葉を食べ尽くし
ます。繭は非常にかたい編み目状で、内部の蛹が透け
て見えるので「透かし俵」と呼ばれます。釣り糸に用
いられるテグスは「天蚕糸」と書き、今ではナイロン
等の化学製品が主流ですが、昔はクスサンとその仲間
から作られていました。江戸時代には中国から輸入さ
れたテグスが広く利用されるようになり、漁業発展の
一助となりました。さて、クスサンからテグスを採取
するには、蛹化前の終令幼虫を使います。幼虫を解剖
し、体内から絹糸腺と呼ばれる器官を取り出し酢水に
つけながら伸ばすと強靱な糸が取れます。昔の人の知
恵は素晴らしいですね。成虫は後ろ羽の目玉模様によ
るそらし効果で急所である胴体への攻撃を避けたり、
隠した目玉を見せるフラッシュ効果で鳥を驚かせるの
ではと考えられています。

（九州大学演習林　長　慶一郎・内海 泰弘）

クスサン
46椎葉の生き物

参画な
社会をまるい心で広げよう♪
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絵
本
「
し
げ
ち
ゃ
ん
」

　

滋（
し
げ
る
）は
女
の
子
。
で
も
、
男
の
子
み
た
い

な
名
前
の
せ
い
で
友
達
に
か
ら
か
わ
れ
る･･･

。
世

間
に
浸
透
し
て
い
る
男
女
の
先
入
観
を
分
か
り
や
す

く
表
現
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
名
前
も
、
世
界
に
ひ

と
つ
両
親
が
く
れ
た
大
切
な
宝
物
で
あ
り
、
性
別
は

関
係
な
い
の
だ
と
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
作
品
で
す
。

椎葉村国保病院 Information
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院
議
員
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、
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県
知
事
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挙
の
期
日
前
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票
を
済
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て
く
だ
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よ
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院
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の
不
在
者
投
票
が
出
来
な
く
な
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合
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あ
り
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。
事
前
に
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ま
せ

て
い
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い
と
、
主
治
医
か
ら
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ご
理
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作： 室井 滋
絵： 長谷川 義史


